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ぞれ性格もスキルも違うので、各人に
合った指導を行っています。１年間、
定期的に面談を行ったりして付き合っ
ていくのですが、皆さんの成長を目の
当たりにすると、自分の指導したこと
が実を結んだのだと嬉しくなります」
と笑顔を見せる。
　仕事や職場を選ぶ際のポイントとし
ては、「私は情報のやり取りが好きで、
それを研究してきたこともあり、自分
が取り組んできたこと、取り組んでい

きたいことを、仕事にどう
生かしていけるか、どう生
かしたいかという観点で仕
事を選びました。そうしな
いと、今後10年、20年と
仕事をしていく中で、自分
自身をどう生かしていくの
かを見失ってしまう気がし
ます。自分をどう生かして
いくのかという思いは大切
にしてもらいたいです」と
語る。
　その上で、「就職するに
しても、大学院に進学する
にしても、最終的に選ぶの
は自分自身です。周りがど
う思うかよりも、自分をど
う生かしていきたいのか、

何に取り組んでいきたいのかといった
ものを持って、進路を選んでほしいと
思います」とエールを送る。

　マツモトキヨシに勤める赤坂志津さ
んは、現在、新松戸店において調剤業
務およびＯＴＣ販売などを担当してい
る薬剤師だ。2011年３月に東京理科
大学大学院を卒業し、同年４月に入社。
現在、３年目に入っている。
　赤坂さんは大学院に進学した後、研
究職や開発職を目指していたが、薬学
部卒業時に薬剤師免許を取得してお
り、大学院時代の２年間、アルバイト
としてドラッグストアに勤務した。
　ここで接客という仕事を経験した赤
坂さんだが、「大学院では様々な情報
を用いた創薬というものを学んでいた
のですが、お客様との情報のやり取り
を通して、情報を伝える方法にもいろ

いろなやり方があるのだと知りまし
た。自分が学んでいることをドラッグ
ストアで生かせるのではないかと思い
ました」と、同社への入社を志望した
動機を語る。
　同社に入社してからは調剤専門店、
調剤併設店での勤務を経て、現在は新
松戸店で調剤業務やＯＴＣ販売業務を
担当し、「ドラッグストアとは思った
以上に地域のお客様、患者様に必要と
され、貢献できる仕事だと感じていま
す」とする。また、同社が導入してい
る“ブラザーシスター”制度のもと、入
社１～３年目の社員を指導する指導係
も務めている。「ブラザーシスターで
は２～３人を担当するのですが、それ

　『患者さんが、医師の指示よりも短
い間隔で薬を服用してしまった。どう
対処すればいいか？』。京都市伏見区
の住宅街に立地する「キリン堂薬局醍
醐店」に勤務する的場さんの携帯電話
には、介護施設関係者からそうした問
い合わせの連絡が頻繁に入る。関西地
区を中心に300店舗以上を有するドラ
ッグストアチェーンのキリン堂が展開
する在宅業務も行う調剤併設型のドラ
ッグストアの中で、最も多い在宅件数
を抱える同店舗での日常の光景であ
る。
　的場さんは、2012年３月に大阪薬
科大学を卒業後、同年４月にキリン堂
に入社。大病院の門前薬局を経て、現
在、同店で薬局長兼管理薬剤師を務め
る。ドラッグストア店舗併設の薬局で
処方箋調剤も手がけながら、チーム医
療の一員として多職種と連携した在宅
医療にも取り組んでいる。「多いとき

は週４回、医師と同行し、処方設計に
役立てるような薬剤情報提供のほか、
患者さんの薬学的管理も施設の看護師
と連携して行っています」と業務内容
について話す。
　高校時代、同居している祖母が在宅
医療を受ける際に、医師の往診に同行
していた薬剤師の姿を見て在宅医療に
携わる薬剤師になりたいと思い、薬学
部を志したとする的場さん。時を同じ
くして、薬学６年制教育がスタート。
その第１期生として薬学の勉強に勤し
んだ。卒業後の進路では「第一に、薬
剤師として在宅医療に携わりたいとい
う意識があった」という。入社前にキ
リン堂が介護つき有料老人ホームなど
での在宅医療への取り組みを開始して
いることを知り、決断した。
　さらに自身も、人との会話を通じた
コミュニケーションが好きで、処方箋
調剤だけでなくＯＴＣ、健康食品、化

粧品、日用品など商材を取り揃えるド
ラッグストアは、様々な場面でそうし
た機会があると考えた。キリン堂が目
標に掲げる『地域コミュニティの中核
となるドラッグストアチェーン』の確
立に向けた医療提供施設として、健康
支援のための食事や運動療法など、生
活習慣改善のアドバイスなど幅広い意
味で、ドラッグストアはジェネラリス
トとしての薬剤師の専門性の発揮が可
能な業界という認識も強まった。
　「多くの生活者が来店するドラッグ
ストアでは、今の悩みの症状に適切な
アドバイスを行い、ＯＴＣで対応でき
ない症状と判断した際には、受診勧奨
を行うことも薬剤師の大事な仕事にな

ります」と的場さん。ドラ
ッグストア企業を志望する
薬学生に向けては「現場に
出てから学ぶことはたくさ
んありますが、長期実務実
習前に勉強する患者対応や
コミュニケーションの内容
は、本当にしっかり勉強し
たほうがいいと思います。
現場では、お客さんとの話
の中で、本当に必要なもの
を自分のコミュニケーショ
ン能力の中で、引き出して
あげることも必要になると
思います」とアドバイス。
また、就職活動に際しては
「自分が将来どういう薬剤
師になりたいか、薬剤師と

してどういう職能を発揮したいかとい
う目標やビジョンをしっかり持つこと
が大事だと思います。企業から選んで
いくことも重要ですが、まずは、自分
がなぜ薬学部を選び、薬剤師になろう
と考えたのかという原点を振り返り、
将来像をイメージすることで、芯がブ
レないで就職活動に臨めるのではない
でしょうか」とエールを送る。
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